✽灯台✽
[bookmark: _GoBack][image: ]まだ朝の８時前というのに、やたら強い真夏の日差しが全身に突き刺さる。自然と会社へ向かう足取りも重くなる。やっとの思いでホームへ向かう階段を登りきった。でも、会社に行きたくない。
気づいたら隣のホームから、会社とは逆方向へ向かう電車に乗っていた。
電車に乗ったはいいが、どこへ行こうか？　会社には行きたくないが、特にあてもない。「どうしようか？」とボーっと車内の中吊り広告を眺めていたら、どうやら終点の駅からバスに乗り換えると灯台へ行けるらしい。できる限り会社から遠ざかりたかったので、とりあえず終点から灯台を目指すとしよう。
小一時間電車に揺られ、終点の駅に着いた。私の他に降りた客は、みな海水浴に行くようで、浮き輪やらビーチサンダルをのぞかせたバックを手に楽しそうにはしゃいでいる。日差しはさらに強くなってきたが、不思議と今は気にならない。
しばらくすると、私以外に人はいなくなり、何もない駅前は怖いぐらいに静まり返った。ぽつんと建っているバス停の時刻表をみると、灯台行きのバスの発車時刻までは30分以上ある。バス停のベンチにあおむけになり、体いっぱいに日差しを受けて、バスを待つことにした。さっきから携帯電話がブルブルいっているが、そんなことはもうどうでもいい気がしてきた。
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